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理化学研究所RIビームファクトリーにて逆運動学法を利用して 91Y, 92Y, 92Zr, 94Nbに対する 100 MeV/uの陽

子及び重陽子入射反応の同位体生成断面積を測定した。過去に測定された 93Zr と 93Nb を含めた 6 核種のデ

ータを比較することで、同位体生成断面積に見られる殻効果等の系統的な振る舞いを明らかにする。 
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1. 緒言 

理化学研究所RIビームファクトリーにて長寿命核分裂生成物の核変換技術確立に向けた核データ測定が

進められている。その中で得られた 93Zr に対する陽子･重陽子入射反応の同位体生成断面積は中性子魔法数

N = 50 による閉殻構造の影響を受け、断面積の不連続な変化が観測された[1]。本研究では、91Y, 92Y, 92Zr, 94Nb

のデータを取得し、過去に測定された 93Zr, 93Nb[2]を含めた 6 核種のデータを比較することで閉殻構造の同

位体生成断面積に及ぼす影響を系統的に調査する。 

2. 実験 

実験では加速した 238U ビームを厚さ 3 mm の 9Be に照

射し飛行核分裂を起こすことで対象の核種を含む 2 次ビ

ームを得た。2次ビームはRIビーム生成分離装置BigRIPS

を用いて分離･識別が行われた。その結果を図に示す。本

研究にて比較を行う 6種類のRIビームが同時に得られて

いることがわかる。その後、識別された 2 次ビームを水

素と重水素を含む 2 次標的に照射した。2 次標的との核

反応で生成された同位体は ZeroDegree Spectrometer を用

いて粒子識別が行われ、その収量から同位体生成断面積

を導出した。本講演では 6 核種に対する測定結果を示し、

閉殻構造の影響について議論する。 

付記: 本研究は、総合科学技術・イノベーション会議が主導する革新的研究開発推進プログラム (ImPACT) 

の一環として実施したものです。 
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